
イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

 日本遺産・中世日根荘を巡る㉕
　　　～旅引付編（9）「土丸極楽寺」～

「日本遺産」に認定された「旅引付と二枚の絵図が伝
えるまち ―中世日根荘の風景―」のストーリーを構
成する泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

◀政基公旅引付
※旅引付の写真
は、歴史館いず
みさの所蔵の複
製を使用（原本
は宮内庁書陵部
所蔵）

　「土丸極楽寺」は、日根荘入山田村槌丸村の村落寺院です。創建年代を明
らかにするのは難しいですが、文献の初見では九条家文書の「入山田村四ケ
村段銭・田数・年貢米注進状」〔応永24（1417）年〕に「三反六十歩　極楽
寺」の名前が見られ、修正会や法華八講が行われる寺院でした。近世以降は、
天保13（1843）年の「和泉国寺社覚」に名前が見られ、現在、真言宗御室
派で仁和寺末の寺院となっています。また境内には、永徳2・弘和2（1382）
年花崗岩製の宝篋印塔、永正2（1505）年の一石五輪塔地輪も残されています。
　本尊には平安時代末期の木造阿弥陀如来座像（市指定有形文化財）があり、
この本尊は一木割矧造、左足を前にして結跏趺坐する上品下生印の阿弥陀如
来です。平成8（1996）年に修理を行った際、胎内に「藤原姉子為十三年□
□／銭百文施入」の墨書銘が見つかり、頭部内部にも二行の墨書銘が見られ
ました。この貴重な本尊は、レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いず
みさの内に複製が展示されています。

◀
木
造
阿
弥
陀
如
来
座
像

胎内で見つかった
墨書銘▶

▲第2回「佐野踊りコンクール」（昭
和34年8月15日・16日）佐野漁
港竣成（第1期）の記念も兼ねて
行われました。

ど
き
の
様
子
を
詳
細
に
記
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
、
佐
野
く
ど
き
の
衣
装

に
つ
い
て
注
目
し
て
見
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

池
田
谷
氏
に
よ
れ
ば
、
明
治
時
代

の
踊
り
の
衣
装
は
ち
り
め
ん
の
友
禅

の
浴
衣
が
主
で
、
頭
巾
で
頭
か
ら
頬

を
包
ん
で
顎
の
下
に
結
ん
で
長
く
下

に
垂
ら
し
、
黒
繻
子
の
帯
を
思
い
思

い
に
結
び
、
髪
は
桃
割
れ
や
高
島
田

な
ど
の
日
本
髪
を
結
っ
て
い
た
と
い

い
ま
す
。
し
か
し
昭
和
の
初
め
頃
に

な
る
と
木
綿
の
浴
衣
が
主
流
と
な

り
、
七
三
や
耳
隠
し
な
ど
の
新
た
な

髪
形
が
見
ら
れ
は
じ
め
、
ピ
エ
ロ
の

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
な
ど
様
々
な
仮
装
が

現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
記
し
て
い

ま
す
。
現
代
の
佐
野
く
ど
き
と
は
少

し
異
な
り
、
派
手
な
装
い
で
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
ま
た
、
当
時
は
佐
野
く

ど
き
の
季
節
が
近
づ
く
と
各
呉
服
屋

の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
踊
り
の
衣

装
が
陳
列
さ
れ
た
と
い
い
、
市
民
の

佐
野
く
ど
き
に
対
す
る
熱
量
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
戦
前
華
や
か
に
行
わ

れ
た
佐
野
く
ど
き
は
、
戦
時
下
に

栄
町
で
一
度
行
わ
れ
た
こ
と
を
除

き
、
戦
時
中
の
混
乱
と
と
も
に
途
絶

え
て
内
容
も
乱
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
状
況
を
危
惧
し
、
昭
和
28

（
１
９
５
３
）
年
に
発
足
さ
れ
た
の

が
佐
野
踊
り
保
存
協
会
（
の
ち
の
佐

野
踊
り
保
存
会
）
で
す
。
同
会
の
発

足
に
よ
り
佐
野
く
ど
き
の
品
位
向
上

が
図
ら
れ
、「
正
調
」
す
な
わ
ち
泉

佐
野
で
伝
統
的
に
受
け
継
が
れ
て

き
た
歌
い
方
や
踊
り
方
の
復
活
が

目
指
さ
れ
ま
し
た
。
左
の
写
真
に
写

る
櫓
に
も
「
正
調
佐
野
お
ど
り
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
佐
野
く
ど

き
復
興
運
動
の
一
端
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
同
会
の
尽
力
に
よ
り
、

昭
和
20
〜
30
年
代
に
な
る
と
佐
野

く
ど
き
は
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
頃
に
は
南
海
電
鉄
の
臨
時
便
が

出
さ
れ
、
和
歌
山
や
大
阪
か
ら
も
見

物
客
が
訪
れ
て
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　

現
代
に
伝
わ
る
佐
野
く
ど
き
は
、

泉
佐
野
の
先
人
た
ち
の
粋
な
心
が

残
し
た
伝
統
的
民
俗
芸
能
で
あ
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

泉
佐
野
の
夏
の
風
物
詩
、
佐
野
く

ど
き
。
泉
佐
野
市
内
で
代
々
受
け
継

が
れ
て
い
る
佐
野
く
ど
き
は
、
平
成

18
年
に
泉
佐
野
市
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

佐
野
く
ど
き
（
佐
野
踊
り
）
と

は
、
佐
野
町
場
を
中
心
に
泉
佐
野
市

内
で
踊
ら
れ
る
盆
踊
り
で
す
。
太
鼓

と
三
味
線
の
穏
や
か
な
演
奏
と
、
物

語
的
で
独
特
の
緩
流
長
引
音
を
も

つ
音
頭
に
あ
わ
せ
、
指
先
ま
で
動
き

を
整
え
て
優
雅
に
舞
う
の
が
特
徴

で
す
。
そ
の
歌
詞
は
「
食
野
家
長
者

物
語
」
な
ど
、
泉
佐
野
に
伝
わ
る
民

話
・
伝
承
を
題
材
と
し
た
も
の
が
主

で
す
。

　

佐
野
く
ど
き
の
発
祥
に
関
し
て

は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
紀
州

の
殿
様
が
佐
野
の
豪
商
・
食
野
家
へ

立
ち
寄
っ
た
際
、
食
野
家
の
当
主
が

食
野
家
の
娘
た
ち
を
美
し
く
着
飾

り
、
踊
ら
せ
て
披
露
し
た
の
が
始
ま

り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
は
佐
野

町
場
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
次
第
に
長
滝
や
日
根
野
で
も

踊
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
貝
塚
市
方

面
へ
も
普
及
し
ま
し
た
。

　

こ
の
佐
野
く
ど
き
に
つ
い
て
、
佐

野
出
身
の
著
名
な
建
築
家
池
田
谷

久
吉
（
１
８
９
７
〜
１
９
５
６
）
は
、

昭
和
７
年
に
寄
稿
し
た
論
稿
「
盆
踊

り
と
佐
野
」
に
お
い
て
、
明
治
時

代
か
ら
戦
前
に
か
け
て
の
佐
野
く
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「
夏
の
風
物
詩　

佐
野
く
ど
き
」

レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、毎月最終木月曜日、毎月最終木
曜日（いずれも祝日の場合は曜日（いずれも祝日の場合は
開館し、その翌日が休館）開館し、その翌日が休館）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料
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